
H23 年度町コミュニティバスの事業評価の方法 

 

（１）町コミュニティバス運行における評価基準 

 平群町地域公共交通総合連携計画において設定した、町コミュニティバス運行における

評価基準は以下のとおりである。 

 なお、平成 23 年度においては、新ルートによる運行初年度であり、かつ運行期間も短い

ことから、評価基準による評価は実施せず、評価基準の検証を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

１）平日 

 表 目標基準と最低需要基準（単位：人） 

運行ルート H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 

目標

基準

14,300 

(9.8 人/便) 

14,600 

(10.0人/便)

14,900 

(10.2 人/便) 

15,200 

(10.4人/便)
西山間ルート 

最低

基準
10,000(6.9 人/便) 

目標

基準

29,300 

(8.6 人/便)

31,300 

(9.2 人/便)

33,400 

(9.8 人/便) 

35,400 

(10.4人/便)中央循環ルート 

（右回り、左回り） 最低

基準
18,200(5.3 人/便) 

※〔記載の数字は年間利用者数、（ ）は 1 便あたり利用者数を示す〕 

 

２）休日 

表 休日運行の最低需要基準（単位：人） 

ルート名 最低需要基準 

中央循環ルート 
6,800 人 

（9.3 人/便） 

 

目 標 基 準：目標基準に達しない場合は、運行ルートの見直し、運行本数の削減に

より、事業を縮小する。 

最低需要基準：最低需要基準に達しない場合は、事業廃止の検討を行う。 
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（２）評価基準の検証 

新ルートによる町コミュニティバスの運行に対しては、利用状況調査を行い、評価基準

の検証を行う。 

１）利用状況とりまとめ 

 利用者状況については、コミュニティバス運転手が、路線別、停留所別の乗降客数デ

ータの収集を行う。（以下に、過年度の集計データを貼付する） 

 

また、得られたデータの整理・分析を行い、町コミュニティバスの評価基準の検証を行

う。 
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（３）利用者ヒアリング調査 

新ルートによる町コミュニティバスの運行について、利用者の意見、要望等を把握する

ため、バス利用者に対するヒアリング調査を行う。 

また、得られた意見、要望については、次年度の運行計画策定における基礎資料とする。 

 

ヒアリング日： 12 月上旬～中旬（運行開始 2 ヶ月後程度を想定）の平日 1 日、休日 1

日（平日については、バス利用者が多い曜日を選定） 

ヒアリング対象：中央循環ルート（長屋くんコース、左近くんコース） 

西山間ルート 

調 査 方 法：調査員 1 名がバスに乗り込み、乗客に対して直接ヒアリングを行う。 

〔コミバス利用者：平均 50 人/日（H21 年度実績値）〕 

 ヒアリング項目：別紙ヒアリングシート参照 

 

-3-



 

町コミュニティバス利用者ヒアリングシート 

（中央循環ルート） 

 
平群町の依頼により、町コミュニティバスに関する調査を実施しています。 
町コミュニティバスは 11 月からルート、ダイヤが新しくなりました。 
バス利用者の意見を収集し、バスをもっと利用しやすいものにしていきたいと考えています。 
5 分程度お時間を頂けるようでしたら、ご協力をお願いします。 
 

（１）どちらまで行かれますか？（番号にマーク 乗車：○ 目的地：△） 

バス停 バス停 バス停 バス停

番　号 番　号 番　号 番　号

発 1 東山駅 発 11 中央公民館前 発 21 プリズムへぐり 発 31 竜田川ネオポリス

↓ 2 月見台 ↓ 12 老人福祉センター前 ↓ 22 竜田川駅西側 ↓ 32 竜田川ネオポリス北

3 上庄東 13 森脇橋 23 春日丘入口 33 竜田川団地入口

4 上庄自治会館 14 光ヶ丘二丁目 24 春日丘中五条通北 34 道の駅

↓ 5 上庄農村環境改善センター ↓ 15 初香台1号公園 ↓ 25 春日丘中三条通南 ↓ 35 三里

6 元山上口駅 16 初香台四丁目 26 春日丘会館 36 御陵苑

7 大空の家西 17 若井新池前 27 竜田川駅東側 37 上庄東

↓ 8 東小学校 ↓ 18 若井２号公園南 ↓ 28 椿井交差点南 ↓ 38 月見台

9 平群駅 19 平群町人権交流センター 29 北信貴ヶ丘自治会館 39 東山駅

10 平群町役場 20 南保育園前 30 竜田川団地３号公園下

中央循環ルート

停留所名 停留所名 停留所名停留所名

 

（２）利用目的を教えて下さい。 

1. 通勤・通学 2. 買い物 3. 病院 4. 用事 5. 飲食 6. 遊び  

7. その他（               ） 

（３）町コミュニティバスは、以前から利用されていますか。 

1.利用している 2.ルートが変わってから利用するようになった 3.その他 

（４）町コミュニティバスの利用頻度はどれくらいですか。 

1. 毎週利用している →（週に    回） 

2. 月に２～３回程度利用している 3. 年に数回利用している  

（５）町コミュニティバスのルート、ダイヤが新しくなって、より利用しやすくなったと思います

か。またその理由を教えて下さい。 

1.利用しやすくなった 2.利用しにくくなった 3.変わらない 4.わからない 

理由（                                  ） 

（６）町コミュニティバスのルート・ダイヤが新しくなりましたが、運賃はいくらぐらいまでがよ

いと思いますか。 

1 回上限（      ）円ぐらい 

（７）町コミュニティバスに対するご要望があれば教えてください。 

（運行ルート、運行時間帯、運行間隔、運行曜日などについて） 

  
 
 
 

性別 年代

男・女

例：運行本数を増やして欲しい（平日、休日）。バス停位置を変更してほしい。 
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（４）調査結果による課題の抽出 

町コミュニティバス利用者状況、ヒアリング調査により得られた利用者の要望、意見等

を整理し、バス運行計画に対する課題を抽出する。 
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